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決 算 認 定

住
民
負
担
の
公
平
性
を
保
つ
た
め

　
不
納
欠
損
額
を
減
ら
す
努
力
を

歳
入
歳
出
全
般
の
審
査
の
主
な
内
容

Ｑ　

滞
納
対
策
は
。

Ａ　

所
管
課
ご
と
に
様
々
な
取
組
み

が
な
さ
れ
て
い
る
。
特
に
税
務
課

で
は
対
予
算
２
０
０
％
以
上
の
収

納
実
績
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

督
促
状
・
催
告
書
の
送
付
、
財

産
調
査
な
ど
を
行
い
、
そ
れ
で
も

徴
収
で
き
な
い
時
に
不
納
欠
損
と

し
て
い
る
。

　
　

た
だ
、
滞
納
金
の
種
類
も
様
々

で
全
庁
的
に
統
一
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
が
、
課
に
よ
る
違
い
も

あ
る
の
で
早
急
に
検
討
し
、
具
体

的
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

Ｑ　

大
規
模
地
震
災
害
対
策
基
金
と

は
。

Ａ　

毎
年
年
度
末
に
各
種
団
体
な

ど
か
ら
の
寄
付
と
一
般
財
源

３
０
０
０
万
円
を
目
途
に
積
み
立

て
て
い
る
。
積
立
額
は
、
そ
の
年

度
の
財
政
状
況
に
よ
る
た
め
変
動

は
あ
る
。

　
　

目
標
額
は
３
億
円
。

水
道
事
業
会
計
決
算
審
査
の
内
容

Ｑ
　
配
水
及
び
給
水
費
で
予
算
を
超

え
た
支
出
が
あ
る
理
由
は
。

Ａ　

メ
ー
タ
ー
の
取
換
え
に
伴
う
修

繕
費
で
あ
る
。
在
庫
品
を
使
用
し

た
た
め
現
金
の
動
き
は
な
い
が
、

経
費
は
使
用
し
た
と
い
う
企
業
会

計
処
理
の
考
え
方
で
行
い
執
行
率

が
１
０
０
％
を
超
え
た
。

Ｑ　

水
道
事
業
会
計
の
今
後
は
。

Ａ　

水
道
水
は
、
１
㎥
あ
た
り
の
供

給
単
価
が
97
円
57
銭
に
対
し
給
水

原
価
が
１
０
１
円
45
銭
の
た
め
売

る
た
び
に
損
と
な
り
実
際
に
は
赤

字
で
あ
る
。

　
　

今
ま
で
は
留
保
資
金
で
や
っ
て

き
た
が
限
界
も
あ
り
、
今
後
は
料

金
改
定
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

◎
総
務
産
建
分
科
会
で
は
～

Ｑ　

土
地
開
発
基
金
か
ら
の
繰
入
金

を
６
５
０
０
万
円
予
定
し
て
い
た

が
収
入
が
ゼ
ロ
と
な
っ
て
い
る
理

由
は
。

Ａ　

北
黒
田
海
岸
整
備
事
業
を
翌
年

に
繰
越
し
た
た
め
、
基
金
か
ら
の

繰
り
入
れ
を
行
わ
な
か
っ
た
。

Ｑ　

入
札
の
落
札
率
に
つ
い
て
は
。

Ａ　

建
設
工
事
は
、
最
低
制
限
価
格

が
あ
る
た
め
落
札
率
に
下
限
が
あ

る
が
、
業
務
委
託
や
物
品
購
入
に

つ
い
て
は
、
下
限
が
な
い
の
で
落

札
率
が
低
い
場
合
が
あ
る
。
予
算

計
上
に
際
し
て
は
、
過
去
の
実
績

を
参
考
に
し
つ
つ
改
善
で
き
る
点

は
改
善
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

国
体
準
備
室
の
報
奨
金
は
。

Ａ　

ホ
ッ
ケ
ー
・
ボ
ク
シ
ン
グ
教
室

を
そ
れ
ぞ
れ
１
回
開
催
し
た
際
の

講
師
謝
金
で
あ
る
。

Ｑ＆Ａ
決算審査の
質疑から

安心で安全な水を家庭へ（北伊予浄水場）


